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地方公共団体財政健全化法 

１ 地方公共団体財政健全化法とは 

平成１９年６月「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が成立しました。この

法律は、従前の財政再建団体制度を見直したものであり、財政破綻を未然に防止するた

め、平成１９年度決算から財政健全化にかかる各指標（健全化判断比率等）の公表が義

務付けられました。また、平成２０年度決算からは基準を超える団体は財政健全化計画、

財政再生計画、経営健全化計画を策定し、財政再建に取り組まなければなりません。 

 

 

２ 従来の制度との相違 

 

 従 来 の 財 政 再 建 法 地 方 公 共 団 体 財 政 健 全 化 法 

再建の仕組み 
財政再建団体（レッドカー

ド）の基準のみ 

財政再生団体（レッドカード）の前に早期

健全化団体（イエローカード）の基準が設

けられました。 

対 象 
普通会計（地方公共団体の

本体）のみ 

普通会計（地方公共団体の本体）に、特別

会計、一部事務組合、地方公社、第三セク

ター等を加えて判断します。 

指 標 
現金収支（フロー）の指標

のみ 

現金収支（フロー）に加えて、過去からの

累積（ストック）に基づく基準が設けられ

ました。 

公 営 企 業 
財政再建制度に準じ、早期

是正機能がない 
経営健全化基準が設けられました。 

 

 

３ 健全化判断比率等 

⑴ 健全化判断比率 

① 実質赤字比率 

    一般会計等の実質赤字の比率 

② 連結実質赤字比率 

    全ての会計の実質赤字の比率 
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③ 実質公債費比率 

    公債費及び公債費に準じた経費の比重を示す比率 

④ 将来負担比率 

    地方債残高のほか一般会計等が将来負担すべき実質的な負債を捉えた比率 

 

⑵ 資金不足比率 

① 公営企業における資金不足比率 

 

 

４ 健全化基準（平成２２年度） 

 

 
(参考)地方債協議 

・許可制移行基準 
早期健全化基準 財 政 再 生 基 準 

実質赤字比率 
財政規模に応じ 

２．５～１０．０％ 

財政規模に応じ 

１１．２５～１５．０％ 
２０．００％ 

 
小 金 井 市 

（基準額） 

４．８８％ 

（※1,004,591千円） 

１２．４４％ 

（2,556,541 千円） 

２０．００％ 

（4,110,195 千円） 

連結実質赤字比率 ― 
財政規模に応じ 

１６．２５～２０．０％ 
※３５．００％ 

 

 

小 金 井 市 

（基準額） 
― 

１７．４４％ 

（3,584,090 千円） 

３５．００％ 

（7,192,842 千円） 

実質公債費比率 １８．０％ ２５．０％ ３５．０％ 

将来負担比率 ― ３５０．０％  

※（標準財政規模＋1,000 億円）×1/120＝1,004,591 千円 

※３年間の経過措置があり、４０．００％(平成２０年度)→４０．００％(平成２１年度)

→３５．００％(平成２２年度)となります。 
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５ 小金井市の健全化判断比率等の対象会計範囲 

 

一 般 会 計 等 

一 般 会 計 実
質
赤
字
比
率 

連

結

実

質

赤

字

比

率 

実

質

公

債

費

比

率 

将

来

負

担

比

率 

 

受託水道事業特別会計 

公

営

事

業

会

計 
 

 

一般会計等以外の特別会

計のうち公営企業に係る

特別会計以外の特別会計 

国民健康保険特別会計  

老人保健医療特別会計 

介 護 保 険 特 別 会 計 

後期高齢者医療特別会計 

公営企業 法非適用企業 下水道事業特別会計 資金不足比率 

一部事務組合等 

一部事務組合 

たま広域資源循環組合   

二 枚 橋 衛 生 組 合 

湖 南 衛 生 組 合 

十一市競輪事業組合 

六 市 競 艇 事 業 組 合 

市町村総合事務組合 

昭 和 病 院 組 合 

広 域 連 合 後期高齢者医療広域連合 

地 方 三 公 社 土 地 開 発 公 社 

※二枚橋衛生組合は、平成２１年度で解散いたしました。 

※小金井市では、債務負担行為を設定し実質公債費比率算定においても土地開発公社と連

結しています。 

 

６ 早期健全化団体になると？ 

  財政健全化計画を策定し、計画に基づく財政健全化を行います。 

 

７ 財政再生団体になると？ 

財政再生計画を定め、計画に基づく財政再建に取り組むこととなり、計画に総務大臣

の同意を得ていなければ地方債の起債が出来なくなります。また、税金や公共料金の増

額、住民サービスの見直し等をせざるを得なくなります。 
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８ 計画の実施状況は？ 

計画の実施状況は、毎年９月３０日までに公表され、取り組みが不十分な場合は、早

期健全化段階では国または都道府県が、地方公共団体に対し必要な勧告を行うこととな

ります。財政再生段階においては国が、地方公共団体に対し予算や計画の変更などの措

置を講ずるよう勧告し、より強く財政運営に関与することになります。 

 

 

９ 議会や監査委員との関係は？ 

⑴ 各指標の数値は、監査委員の審査を受けた上で議会に報告し、公表しなければなり

ません。 

 

⑵ 財政健全化計画・財政再生計画・経営健全化計画を策定する際には、議会の議決を

経て、住民に公表されます。 

   また、その実施状況を毎年議会に報告し、公表しなければなりません。 

 

⑶ 早期健全化団体・財政再生団体は、計画を策定するにあたり、財政健全化のために

改善が必要と認められる事務の執行について外部監査を受けなければなりません。 
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平成 22年度健全化判断比率及び資金不足比率について 

１ 健全化判断比率 

（単位：％） 

地方公共団体 

コード 
都道府県名 市区町村名 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 

132101 東京都 小金井市 
― 

※△4.89 

― 

※△5.40 
5.9 43.3 

※黒字の程度を負の数値で表記しました。 

標準財政規模（千円） 

早期健全化基準 12.44 17.44 25.0 350.0 
 

うち臨時財政対策債 

発行可能額 

20,550,976 1,523,020 財政再生基準 20.00 35.00 35.0  

※標準財政規模とは、その年度に収入されると推測される一般財源を全国統一のルールに

より、計算した額です。 

 

 

（１）実質赤字比率 

一般会計等の実質赤字額 
＝ 

なし 

標準財政規模 20,550,976 千円 

 

 

（２）連結実質赤字比率 

連結実質赤字額 
＝ 

なし 

標準財政規模 20,550,976 千円 
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■ 一般会計等に係る実質収支額 

（単位：千円） 

会 計 名 
歳 入 総 額 

① 

歳 出 総 額 

② 

歳入歳出差引額 

③(①－②) 

翌年度に繰り越すべき財源 

④ 

実質収支額 

⑤(③－④) 

一 般 会 計 39,199,256 38,022,545 1,176,711 169,881 1,006,830 

受託水道事業特別会計 791,435 791,435 0 0 0 

合   計 ⑴ 39,990,691 38,813,980 1,176,711 169,881 1,006,830 

 

 

■ 公営企業に係る特別会計の資金不足額等 

（単位：千円） 

特 別 会 計 名 
歳 入 額 

① 

歳 出 額 

② 

歳入歳出差引額 

③(①－②) 

解消可能資金不足額 

④ 

資金不足・剰余額 

⑤(③－④) 

下水道事業特別会計⑵ 1,494,181 1,480,111 14,070 0 14,070 

 

 

■ 公営企業に係る特別会計以外の特別会計に係る実質収支額 

（単位：千円） 

特 別 会 計 名 
歳 入 総 額 

① 

歳 出 総 額 

② 

歳入歳出差引額 

③(①－②) 

翌年度に繰り越すべき財源 

④ 

実質収支額 

⑤(③－④) 

国民健康保険特別会計 8,844,790 8,836,940 7,850 0 7,850 

介護保険特別会計 5,674,082 5,596,034 78,048 0 78,048 

後期高齢者医療特別会計 1,967,137 1,963,799 3,338 0 3,338 

老人保健医療特別会計 8,956 8,956 0 0 0 

合   計 ⑶ 16,494,965 16,405,729 89,236 0 89,236 

 

連結合計（⑴＋⑵＋⑶） 1,110,136 
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（３）実質公債費比率 

○ 分子                            （単位：千円） 

 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

公債費充当一般財源等額 Ａ 1,881,752 1,760,365 1,898,502 

 

公債費（一般会計等） 2,679,243 2,658,986 2,751,655 

特 定 財 源 
都 市 計 画 税 △797,491 △898,621 △853,153 

公営住宅使用料 0 0 0 

公営企業債（下水道）の償還に充てたと認め

られる繰入金 Ｂ 
299,229 262,179 166,254 

一部事務組合等の起こした地方債に充てた

と認められる負担金 Ｃ 
94,805 107,968 88,526 

 

たま広域資源循環組合負担金 82,848 96,660 82,337 

二 枚 橋 衛 生 組 合 分 担 金 0 0 0 

昭 和 病 院 組 合 分 担 金 11,957 11,308 6,189 

公債費に準ずる債務負担行為に係るもの Ｄ 473,675 470,162 502,605 

 

社会福祉法人が施設建設のため借り

入れた借入金の償還に対する補助 
15,750 15,750 15,750 

その他これらに準ずると認められる

もの（土地開発公社に対するもの） 
457,925 454,412 486,855 

一時借入金の利子 Ｅ 986 0 0 

分子 合計 ①（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ） 2,750,447 2,600,674 2,655,887 

 

○ 分母                            （単位：千円） 

 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

標準財政規模 22,292,209 21,793,766 20,550,976 

 

標準税収入額等 21,313,165 20,274,264 19,027,956 

普通交付税 0 0 0 

臨時財政対策債発行可能額 979,044 1,519,502 1,523,020 

分 母  合 計 ② 22,292,209 21,793,766 20,550,976 
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○ 分子・分母から控除するもの                 （単位：千円） 

 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

災害復旧費等に係る基準財政需要額 1,067,671 1,161,961 1,259,458 

災害復旧費等に係る基準財政需要額 

（準元利償還金に係るもの） 
218,664 197,299 123,511 

事業費補正により基準財政需要額に算入さ

れた公債費 
103,134 92,976 91,724 

事業費補正により基準財政需要額に算入さ

れた公債費（準元利償還金に係るもの） 
29,663 38,500 39,456 

密度補正により基準財政需要額に算入され

た準元利償還金 
1,301 3,424 4,951 

控 除  合 計 ③ 1,420,433 1,494,160 1,519,100 

（単位：％） 

 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

実 質 公 債 費 比 率 （ 単 年 度 ） 

（①－③）／（②－③） 
6.37231 5.45091 5.97307 

実質公債費比率（３年平均） 7.0 6.4 5.9 

※小数点第２位以下切り捨て 

 

（４） 将来負担比率 

○ 分子                        （単位：千円） 

一般会計等の地方債現在高 Ａ 29,111,923 

債務負担行為に基づく支出予定額 Ｂ 3,609,228 

 
依頼土地の買い戻しに係るもの（土地開発公社） 3,546,228 

その他（特別養護老人ホーム施設建設費補助金） 63,000 

公営企業債（下水道）の償還に充てる繰入金見込額 Ｃ 1,457,389 

一部事務組合等の起こした地方債に充てる負担金見込額 Ｄ 722,616 

 
たま広域資源循環組合負担金 501,952 

昭和病院組合分担金 220,664 

退職手当支給予定額のうち一般会計等の負担見込額 Ｅ 5,041,404 

合  計 ①（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ） 39,942,560 
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○ 分子から控除するもの                （単位：千円） 

充当可能基金 Ａ 5,681,734 

充当可能特定歳入見込額 Ｂ 8,428,209 

 
都市計画税 8,428,209 

公営住宅使用料 0 

基準財政需要額算入見込額 Ｃ 17,574,827 

合  計 ②（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 31,684,770 

 

○ 分母                        （単位：千円） 

標準財政規模 Ａ 20,550,976 

 うち臨時財政対策債発行可能額 1,523,020 

合  計 ③（Ａ） 20,550,976 

 

○ 分母から控除するもの                （単位：千円） 

算入公債費等 Ａ 1,519,100 

合  計 ④（Ａ） 1,519,100 

 

 

 

 

※小数点第２位以下切り捨て 

 

２ 資金不足比率 

（単位：％） 

特別会計名 資金不足比率 経営健全化基準 

下水道事業特別会計 
― 

※△1.0 
20.0 

※黒字の程度を負の数値で表記しました。 

 

資金不足額 
＝ 

なし 

事業の規模 1,427,535 千円 

 

分子（①－②） 8,257,790 千円 
＝ 将来負担比率 43.3％ 

分母（③－④） 19,031,876 千円 
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健全化判断比率及び資金不足比率の推移について 

１ 健全化判断比率                          (単位：％) 

 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 

平成 22 年度 
－ 

(12.44) 

－ 

(17.44) 

5.9 

(25.0) 

43.3 

(350.0) 

平成 21 年度 
－ 

(12.33) 

－ 

(17.33) 

6.4 

(25.0) 

48.8 

(350.0) 

平成 20 年度 
－ 

(12.29) 

－ 

(17.29) 

7.0 

(25.0) 

55.6 

(350.0) 

※ 実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合は、「－」と表示しています。 

※ 早期健全化基準を( )内に表示しています。 

 

 

２ 資金不足比率                           (単位：％) 

 特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準 

平成 22 年度 下水道事業特別会計 － 20.0 

平成 21 年度 下水道事業特別会計 － 20.0 

平成 20 年度 下水道事業特別会計 － 20.0 

※ 資金不足額がない場合は、「－」と表示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


